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１．研究の背景と目的

 「コトバは共有されても意味は共有されない。

相互理解の成立は，言語使用に関する共有の秩序

性を共有しているという相互期待を暗黙の前提に

している」と，田中ら 1）は言葉の重要性を指摘

している。運動の習得と同時に運動習得に必要な

用語の獲得は，運動の習得過程をスムーズにして

いくことはすでに明らかにされている。2) 3)

 スキーやスノーボードの運動学習において用い

られる用語は，日常生活の中ではほとんど使用さ

れない特殊な用語が多く，学習者はそれを理解す

ることにも多くの時間を費やしているようにも考

えられる。「逆エッジ」，「木の葉落とし」，「フェ

イキー」，「グーフィー」といったスノーボード固

有の用語については，ボードの未経験者において

も用語を知っているものの，ボードの回転技術を

習得するために必要な運動や動作を表す用語につ

いては，多くのスノーボーダーがそれを理解する

ことなくスノーボードを学んでいるものと考えら

れる。すなわち「脚部の緊張」，「斜面を切る」，「ふ

ところを深くする」，「スネを山側に入れる」といっ

た指導時に用いられる運動や動作を表現する用語

は獲得されることなく，スノーボード技術が学習

されているように思われる。

 運動の理解は用語の理解とも相関するものであ

る。運動を教える時は，その運動の現象を言葉を

使って表現できなくてはならない。その運動に固

有の運動用語は，運動の共通理解のためにも学ば

れることが重要である。スノーボードの学習にお

いては，外見的に現れる形や型に伴う用語だけが

認知され獲得されていくようにも考えられる。ス

ノーボードの運動学習過程において，関連する用

語がどのように獲得され，理解されていくのかに

ついて明らかにすることは，指導者がどのように

技術を言葉を用いて教えていくかということを考

える上からも重要であると思われる。

 人間の情報伝達は言語によるところが大きい。

香原 4）は非言語的情報による情報内容は，信号

にすぎず表面的なものにすぎないが，言語は深い

内容を伝えるばかりか思考をも生み出す。一方，

非言語的コミュニケーションは事実を伝える情報

内容は貧しいが，情報の伝達にきわめて優れてい

る。我々は情報伝達において言語のみを用いるの

でなく，身ぶり，手ぶり，表情，音声の質，間あ

いなど，非言語的コミュニケーションを存分に利

用していると述べ，言葉による伝達方法の重要性

を指摘する。

 運動指導に用いられるテキストの多くには，技

術用語とそれを習得するための段階的指導が記述

されている。技術用語は固有の運動表現を表す特

殊な用語であるが，技術を習得するために学習の

段階で用いられる用語はできるだけ平易な用語が

望ましいことは明らかである。山鳥 5）は「わかる」

の原点は後にも先にもまず，言葉の正確な意味理

解であると指摘する。すなわち，「わかる」，「わ

かった」という経験の第一歩は，なんと言っても

言語体験であり，ある音韻パターンと一定の記憶

心像が結びついていれば，その音韻パターンを受

け取った時，心にはその記憶心像が喚起されると

いう。つまり，わかるためには自分の中にも相手

と同じ心像を喚起する必要がある。すなわち記憶

にないことはわからない。言葉（記号音）の内容

（記憶心像）を形成しておかないと，相手の言葉

を受け取っても，心には何も喚起されないと指摘

する。わかるとは運動化できるということであり，

運動化するということや，形をはっきりさせると
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いうことである。はっきりさせないと運動になら

ないとも指摘している。

 スノーボード学習において，初心者や初級者あ

るいは経験の少い者は指導者の用いる用語をどの

ように獲得し，理解していくのか。日常生活でほ

とんど使われることのないスノーボードのための

用語は，スノーボード学習者にとってどの程度理

解されていくのか。

 本研究の目的は，スノーボード技術の習得に

伴ってスノーボード初心者や経験者は，スノー

ボードに関わる用語を経日的にどのように獲得し，

理解していくのかについて明らかにすることであ

る。また，スノーボードの指導にとって必要な用

語と，指導体系の確立のための基礎資料を得るこ

とである。

２．方法と手順

1）調査用紙

 資料 2に示したように，調査に用いた用語は，

日本スノーボード協会，全日本スキー連盟，日本

職業スキー教師協会編著の 2000年版「全日本ス

ノーボード教程」の「はじめに」，「スノーボード

を理解するために」，「導入技術」，「基礎技術」の

頁から 156項目の用語を抽出した。用語は技術に

関する用語，運動・動作に関する用語，ボードの

各名称等に関する関連用語，その他に関する用語

の 4分野から構成した。調査用紙は「知らない」，

「知っている」，「理解している」，「実際にできる」，

「他人に教えられる」の 5段階とし，左から右に

1～ 5点を配した。関連用語やその他の用語のう

ち，固有の名詞を示す用語については「知らない」，

「知っている」，「理解している」，「他人に教えら

れる」の 4段階とした。

2）被験者

 被験者は女子学生 67名であり，そのうち 38名

は初心者，29名は経験者（連続ターンができる

程度）であった。被験者は 12～ 13名で 1班構成

とし 4泊 5日間の講習を受けた。調査は毎夕 15

分程度を要して実施した。記載時においては「今

日の時点で調査用紙の知らない～他人に教えられ

る」までの段階に印をつけるように指示した。

３．結果と考察

1）技術用語について

 図 1及び 3はそれぞれ初心者と経験者における

スノーボード技術用語の獲得について，項目別の

理解度について表している。ここでいう理解度と

は「知らない」から「他人に教えられる」までの 5

段階を数値化（1～ 5点）したものであり，理解

度の高さは数値の高さをもって示している。初心

者では「木の葉落とし」，「転び方・起きかた」，「方

向転換」，「ボードの装着」といった技術項目が初

日から「知っている」を示す 2.0以上の平均値を

表している。さらに「木の葉落とし」，「転び方・

起き方」，「ボードの装着」，「リフトの乗り方」，「リ

フトの降り方」といった項目につては 4日目の最

終日の調査では 3.1～ 3.4の値を示し，理解して

いるという結果を示している。初心者にとって上

述の技術用語は，リフトに乗って斜面を滑り降り

る上で最小限必要な技術であることから，このよ

うな技術の習得とともに技術用語の理解を高めて

いくものと推測できる。

 経験者群では，技術用語で 4日目においても低

い値を示している用語は「ギルランデ」，「オー

リー」，「キックターン」，「テールキック」，「フェ

イキー」，「フラットスイングターン」，「プレスター

ン」といった用語である。これらの技術を習得し

ていなかったとともに，指導者が 4日間のなかで

いずれの用語も使用していなかったこともその要

因と考えられる。このように技術用語はその技術

の習得とともに用語を獲得していくものと考えら

れる。

 図 2及び 4は，それぞれの被験者群の 4日間の

技術用語の経日変化を示している。初心者では 4

日間の用語の獲得の変化は 1日目から 2日目，2

日目から 3日目，3日目から 4日目といずれも 5％

水準で有意に変化が認められた。また経験者群で

は経日的に 1％水準で理解度が高くなっていった。

初心者と経験者群の技術用語の理解度については，

0.01％水準で有意な差が認められた。資料 1は指

導者による用語の使用時期と初心者と経験者の両

者のそれぞれの用語の平均値を示している。この

表から指導者が 1日目から使用し続けている用語

で，しかも技術練習のために使用されている用語
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については高い値を示していることが明らかであ

る。

2）運動・動作用語について

 図 5から初心者群で平均値が 2.0以上を示して

いるのは 4日目の「重心を谷側に入れる」のみで

ある。指導者が 1日目から使用していた「エッジ

をずらす」，「脚部の緊張」，「脚部の曲げ」，「上体

が遅れない」「前傾」といった用語は 4日間を通

して平均値は 1.0～ 1.5の低い値であった。図 6

から初心者群の運動・動作用語の経日的変化では

1日目と 2日目の理解度の間に 1％水準で有意な

変化が認められた。運動・動作用語はスノーボー

ド技術の学習時に，指導者により技術の説明ある

いは技術の習得の方法のために用いられる用語で

ある。これらの用語は日常生活においてほとんど

用いられることのない特殊な用語である。生田 6）は，

わざの習得においては記述的な言語表現が用いら

れることは稀であり，たとえそれが記述できる事

柄であっても，あえてそれとは別種の言葉かけを

実践していると指摘する。すなわち，このような

学習者にある望ましい動作を生じさせることを目

的とした言語表現を「わざ」言語と呼ぶと述べて

いる。本研究で分類した運動・動作用語は量的解

釈が困難な表現がほとんどであり，特に初心者に

おいては理解することが難しいと考えられる。こ

こには指導者とスノーボードを学ぶ学習者との共

通の運動解釈が要求されるものと思われる。野村
7）は感覚的，身体的な経験を言語的に表現する際

の言語の限界を，また，概念理解の視点的方法で

は「～のようなもの」的に認識され，概念を間接

的にしかとらえられないと指摘する。運動・動作

の表現は初心者にとっては，特に非日常語である

ことからも理解度は低いものと考えられる。一方

で比喩的表現の必要性について，生田 8）は「わざ」

の習得における学習者の認知プロセスに焦点をあ

てて比喩の効果について考えてみるならば，学習

者は記述的表現あるいは科学的表現からは単に外

面的な「形」しか意識できず，そこからは何のイ

メージを想い浮かべることもないと指摘する。

 スノーボードに限らず運動や動作を指示する用

語は学習者にとっては，特に初心者においては把

握しがたい表現であり，日常において運動を行っ

図１

図２

図３

図４
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ていない被験者にとっては理解をすることは困難

であると考えられる。指導者は様々な言葉表現を

用いることにより，学習者自身の感覚に訴えてい

くことが重要であると指摘できる。生田 9）は「あ

あ，そうか」と身体で思い当たるためには，学習

者は既に何事かを知っていなければならず，「思

い当たる」ための知識が世界のなかでの主観的活

動を通して身体全体で蓄積されていなければ，「わ

ざ」言語の提示は何の行動も促さない単なる奇異

な表現で終わってしまうと指摘する。運動・動作

用語のすべてが「わざ言語」ではないかもしれな

いが，運動・動作用語は「わざ言語」に近いもの

と考えられる。

 指導者が 4日間を通して使用した運動・動作用

語のほとんどが，初心者の多くに理解されること

がなかったことは，これらの用語の表現方法につ

いて今後考慮すべきであると考えられる。

 一方，経験者において運動・動作用語は「角付

け」，「基本姿勢」，「先行動作による先落とし」，「両

足均等荷重」の 4項目で 3.0以上の値を得ている。

これらの用語は指導者が講習の当初から使用して

おり，また毎日のように使用していたことも高い

理解度を得た要因と推察できる。技術用語と同じ

ように指導者が毎回繰り返し使用した用語で，し

かも経験者群の技術習得に合致した運動・動作用

語の使用は高い理解度を生じると考えられる。

「エッジをずらす」，「エッジプレッシャー」，「脚

部の曲げ」，「内倒」，「ナチュラルなフォーム」，

「ボードを回し込む運動」といった用語は，指導

者が初日から使用していたにもかかわらず経験者

群の理解度は低かった。このような用語は感覚的

な用語でもあり，学習者は各々によって，例えば

エッジをどの程度ずらすのかが明確化できなかっ

たことも理解の遅れの要因とも考えられる。さら

に一つの用語を理解するために別の運動・動作用

語を理解しその運動をすることによって次の運動

が成立していくというように，複雑化しているも

のとも考えられ，学習者の理解度を困難にしてい

るものと推察できる。

3）関連用語について

 スノーボードの関連用語は 57項目からなり，

本調査で最も多い質問項目であった。関連用語の

図５

図６

図７

図８
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項目の多くはスノーボードの各部の名称，スノー

ボードにかかわる用品，用具，スキー場に関わる

固有の名称からなるものであった。初心者におい

ては「インストラクター」，「ゲレンデ」，「シャベ

ル」，「フロントサイド」といった項目で知ってい

るという回答が得られたに過ぎない。シャベルは

夕方のミーティングにおいて説明がなされたこと

から，知っているという回答があったものと考え

られる。また上記の 4つの項目は初日から指導者

によっても使用されている用語であった。一方，

「デッキパッド」，「アイスバーン」，「レギュラー

スタス」，「グーフィースタンス」，「スキー学校」，

「雪上車」，「ソフトブーツ」，「ハイバック」，「フォー

ルライン」，「リーシュコード」といった用語も初

日から指導者により使用されていたにもかかわら

ず 2.0以下の低い理解度であった。これらの用語

はスノーボードの技術習得に直接影響を及ぼすも

のでないことや，指導者が他の用語を用いて指導

に当たっていたのかもしれないと推察される。さ

らにまた，これらの用語は覚えにくさも指摘できる。

 経験者においては初心者群が指摘した用語はほ

とんどが理解しており，さらに「アイスバーン」，

「アルペンモデル」，「レギュラースタンス」，「グ

−フィースタンス」，「コブ斜面」，「ソフトブーツ」，

「ハイバック」，「バックサイド」，「フリースタイル」，

「フロントサイド」，「ボーダー」といった用語も

知っていると回答している。これらの用語は指導

者が初日から使用していた用語でもあるが，経験

者は初心者と相違して，指導者が比較的多く使用

している用語は獲得できるものと考えられる。す

なわち経験者群は自己の技術習得場面に応じた用

語の使用がマッチングしていたことにより多くの

関連用語を獲得していったものと考えられる。あ

るいは，4泊 5日間の本調査期間が始まるまでに

既に上記の用語について，既知の用語として習得

していたとも推測できる。このようなことから初

心者と経験者の相違は，用語の獲得数と理解度の

相違も反映されると推測できる。関連用語の経日

的変化をみると，図 10と 12から初心者では経日

的に有意に獲得に差が認められたものはなかった。

経験者では 2日目と 3日目，3日目と 4日目に 5％

水準で有意に理解度が高くなっている。

図９

図 10

図 11

図 12
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4）その他の用語

 その他の関連用語については，図 17及び 18か

らも明らかなように，5日間で初心者，経験者の

両群とも理解度に変化は認めらない。これらの用

語群の特徴は最初の日と最後の日で大きな変化が

認められないということである。すなわち経日的

な変化も認められない。（図 14及び 16参照）

 これらの用語はスノーボード習得に直接的にも

間接的にも影響が少ないことから，本実験の被験

者ではほとんど関心がなく用語の獲得がなされな

かったものとも考えられる。

 安全に関する用語で「管理義務」，「危機管理」，

「急性硬膜下血腫」，「自己責任」，「傷害保険」，「注

意義務」，「賠償責任」，「リスクマネージメント」

については初日に講義の中で使用された用語にも

かかわらず，初心者では 1.5前後の値であった。

経験者ではいずれも 2.0を超えている。これは経

験者の方がこれらの用語についても理解できるこ

とを示していることは注目すべきことであると考

えられる。

図 15

図 16

図 17

図 18

図 13

図 14
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４．結論

 表 1からスノーボードに関する技術用語は，初

心者及び経験者ともに経日的に用語の理解度が高

まっていくものと考えられる。運動・動作用語に

ついては 5日間の講習では初心者群においては，

理解をしていくことは困難であると推察された。

このことはスノーボード技能の習熟と関連し，技

能を習得していくことによって運動・動作用語も

習得していくことによるものと考えられる。すな

わち運動・動作用語の多くは学習者にとって量的

表示がなされない感覚的用語であり，その用語の

解釈が特に初心者にとっては困難であることから

生じるものと推察される。

かった。

3.関連用語は，経験者群で経日的に用語の獲得数

を増やしていった。初心者群では経日的変化は認

められなかった。

4.その他の用語は，経験者群で最終日（4日目）

に獲得数が多くなったが，初心者群では獲得数に

変化は認められなかった。

5.被験者の多くはスノーボードに関わる用語につ

いて「知っている」程度で「理解している」まで

にいたっていないことが明らかになった。

今後の課題

1.指導者の使用した用語との関連性

2.技術レベルや対象年齢による用語の獲得と理解

度の関連性

3.スノーボードの指導において必要な用語とその

使用時期のタイミング

 以上の観点からの調査の必要性があげられる。
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表１ スノーボード用語の経日変化

 スノーボード学習者にとって，「知っている」

から「理解している」さらには「他人に教えられ

る」ということには大きな隔たりがあるものと示

唆された。

 本研究の結果から以下のことが明らかになった。

1.技術用語や運動・動作用語は初心者群，経験者

群ともに経日的に有意に獲得数が多くなっていっ

た。

2.運動・動作用語の理解度は，技術用語と比べ低
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資料１ 指導者の用語使用と学習者の理解度

○は指導者が用語を使用したことを示す      

関連用語 使用 平均 使用 平均 使用 平均 使用 平均 使用 平均 使用 平均 使用 平均 使用 平均
ＪＳＢＡ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.7 1.7 1.7 1.7
ＳＡＪ 1.0 1.0 1.0 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1
ＳＩＡ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.3 1.5
アイスバーン ○ 1.8 1.7 ○ 1.7 ○ 1.8 2.8 2.7 2.5 2.7
悪雪 ○ 1.2 1.2 1.3 ○ 1.3 1.8 1.7 2.0 2.3
アルペン 1.8 1.7 1.7 ○ 1.6 2.2 1.7 1.9 2.7
アルペンモデル ○ 1.1 1.1 1.0 1.1 1.7 1.7 1.7 2.5
インストラクター 2.4 2.1 ○ 2.2 ○ 2.0 2.9 2.9 3.1 3.1
インナーブーツ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.6 1.7 1.6 2.3
ウエスト幅 1.2 1.2 1.2 1.2 1.6 1.5 ○ 1.7 ○ 2.1
レギュラースタンス 1.1 ○ 1.1 ○ 1.2 ○ 1.2 ○ 1.8 2.0 2.2 2.9
オフピステ ○ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.2 1.0 1.1
回転弧 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 1.5 1.4 1.5 ○ 1.7
キャンパー 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.5 1.3
グーフィースタンス ○ 1.2 ○ 1.2 ○ 1.3 ○ 1.2 ○ 1.6 1.8 1.9 2.5
ゲレンデ ○ 2.3 ○ 2.2 2.2 ○ 2.3 ○ 3.2 3.1 3.2 3.2
コブ斜面 1.4 ○ 1.5 ○ 1.4 ○ 1.8 2.3 2.3 2.7 2.9
サイドウエイスタンス 1.0 1.0 1.1 1.0 1.3 1.4 1.3 1.2
サイドカット 1.0 1.0 1.1 1.0 1.1 1.2 ○ 1.3 ○ 1.3
サイドカットラジアス 1.0 1.0 1.1 1.0 1.1 1.2 1.2 1.1
シャベル 1.0 ○ 2.0 2.2 2.1 1.1 2.5 2.5 2.6
シュプール 1.1 ○ 1.1 ○ 1.1 ○ 1.1 1.2 1.1 1.1 ○ 1.2
スキー学校（スクール） ○ 1.8 ○ 1.6 ○ 1.7 ○ 2.0 3.0 3.1 3.0 3.0
スチールエッジ 1.0 1.0 1.1 1.2 1.3 1.2 1.3 1.4
ステップイン・バインディング 1.0 1.0 1.0 ○ 1.0 1.9 1.9 2.1 2.2
スノースクート 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.2 1.4 1.3 1.5 1.7
スノーマシン 1.2 1.3 ○ 1.2 ○ 1.4 1.9 1.9 2.0 2.1
雪上車 ○ 1.5 1.4 ○ 1.4 ○ 1.6 1.9 1.7 1.9 2.1
ソール 1.2 1.1 1.1 1.0 1.5 1.3 1.5 1.7
ソフトブーツ ○ 1.1 1.0 ○ 1.2 ○ 1.3 1.9 1.9 2.1 2.5
チューニング 1.0 1.0 1.0 1.1 1.5 1.7 1.5 1.7
テール（ヒップ） 1.0 ○ 1.0 1.1 1.2 1.6 ○ 1.7 ○ 1.6 2.1
デッキ 1.0 ○ 1.0 1.0 1.0 1.5 1.5 1.7 1.7
デッキパッド ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 1.6 1.5 1.8 1.9
トゥサイド 1.0 1.0 1.0 1.0 ○ 1.3 1.3 1.4 1.7
トップ（ノーズ） 1.0 1.1 1.0 1.0 1.4 ○ 1.9 ○ 2.0 2.1
トレーン 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 1.1 1.1 1.1 1.3
ハードブーツ 1.1 1.0 ○ 1.2 ○ 1.3 1.9 1.9 2.2 2.3
ハーフパイプ 1.1 1.1 1.2 1.1 2.1 2.1 2.4 2.4
ハイバック ○ 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 ○ 1.4 ○ 1.4 ○ 1.5 2.6
バインディング 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 1.7 ○ 1.7 ○ 2.1 2.1
バックサイド 1.0 1.1 ○ 1.7 ○ 2.0 ○ 2.1 ○ 2.3 ○ 2.9 3.2
パトロール 1.1 ○ 1.2 ○ 1.3 ○ 1.2 2.2 2.2 2.1 2.1
バンク 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.2 1.3 1.4
ヒールサイド 1.0 1.0 1.0 1.0 1.4 1.3 1.3 1.5
フリースタイル 1.3 ○ 1.2 1.2 ○ 1.2 1.7 2.2 2.5 2.5
フォールライン ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 1.0 1.3 1.6 1.5
深雪 1.3 1.3 1.2 1.3 2.4 1.9 2.0 2.2
プラスチックシェル 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.3
フリー滑走 1.2 1.2 ○ 1.1 ○ 1.1 ○ 2.3 ○ 2.1 ○ 2.9 ○ 2.7
フリースタイルモデル 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 1.4 1.7 2.0
フロントサイド 1.0 ○ 1.0 ○ 2.3 ○ 2.4 ○ 2.5 ○ 2.5 ○ 3.2 3.3
ボーダー ○ 1.2 1.1 ○ 1.3 ○ 1.5 2.9 2.6 2.7 2.9
迎え角 1.0 1.0 1.0 1.1 1.3 1.3 1.6 1.6
落下力 1.0 1.0 1.1 1.2 1.3 1.5 1.9 1.8
リーシュコード ○ 1.2 ○ 1.6 ○ 1.7 ○ 1.8 ○ 1.8 ○ 1.8 ○ 2.0 2.0
ワクシング 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.3 1.1 1.5

初心者 経験者　
1日目 2日目 3日目 4日目1日目 2日目 3日目 4日目
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技術用語

Ｓ字ターン 1.5 1.3 ○ 1.5 ○ 1.7 2.5 2.4 2.4 2.6
エア 1.0 1.2 1.0 1.1 1.4 1.6 1.4 2.1
オーリー 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 1.2 1.6 1.6
カービングターン 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 1.5 1.5 1.7 ○ 2.6
キックターン 1.0 1.0 1.0 1.0 1.6 1.5 1.5 1.7
逆エッジ ○ 1.0 1.0 ○ 1.5 ○ 2.8 2.1 ○ 3.1 ○ 3.3 ○ 3.2
キルランデ 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 ○ 1.2 ○ 1.2 1.1
切れ上がったターン 1.0 1.0 1.2 1.3 1.3 1.3 1.5 ○ 2.0
木の葉落とし ○ 1.1 ○ 2.6 ○ 2.8 ○ 3.2 ○ 2.9 ○ 3.7 ○ 3.9 ○ 4.1
転び方・起き方 ○ 2.3 ○ 2.8 ○ 2.9 ○ 3.3 3.3 3.3 4.0 4.1
サイドスリップ 1.0 1.0 1.0 1.0 ○ 1.3 ○ 1.4 ○ 1.4 1.4
斜滑降からターン ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.2 ○ 2.2 1.8 3.3 3.4 3.7
斜滑降から谷回りターン 1.0 1.0 ○ 1.1 ○ 2.1 1.3 2.1 2.7 ○ 3.5
斜滑降から停止 ○ 1.0 ○ 1.2 ○ 1.5 ○ 2.2 1.9 3.3 3.4 3.7
斜滑降から山回りターン 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 ○ 2.0 1.3 2.1 ○ 2.8 ○ 3.5
ジャンプによるテールスイング 1.0 1.0 1.0 1.0 1.2 1.1 1.2 1.5
新雪滑走 1.1 ○ 1.1 1.3 ○ 1.5 2.0 1.9 2.4 2.6
スケーティング ○ 1.2 ○ 1.4 ○ 1.2 ○ 1.7 ○ 2.0 2.2 2.3 2.5
スケーティングから停止 1.1 ○ 1.4 1.2 1.5 ○ 2.0 2.2 2.4 2.6
直滑降 ○ 1.5 ○ 1.5 ○ 1.5 ○ 2.3 2.5 ○ 3.8 ○ 3.7 ○ 3.8
直滑降から停止 1.2 ○ 1.1 ○ 1.2 ○ 2.2 2.4 ○ 3.8 ○ 3.7 3.8
直滑降から山回りターン 1.0 ○ 1.0 ○ 1.2 ○ 1.9 1.7 2.5 2.7 3.5
テールキック 1.0 1.0 1.0 1.0 1.4 1.5 1.3 1.2
登行 ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 1.7 1.7 1.7 2.0
ドリフトターン 1.0 1.0 1.0 ○ 1.0 1.2 1.2 1.3 2.5
斜め横滑りから停止 ○ 1.2 ○ 1.5 ○ 1.8 ○ 2.3 2.1 ○ 3.2 ○ 3.5 3.4
フェイキー ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 ○ 1.2 1.1 1.1 1.3 1.5
フラットスイングターン 1.0 1.0 1.0 1.0 ○ 1.1 1.1 1.3 1.1
プレスターン 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.1 1.2 1.5
方向転換 1.4 ○ 2.2 ○ 2.5 ○ 2.9 3.0 2.6 3.4 3.1
ボードの装着 ○ 1.7 ○ 2.2 ○ 2.6 ○ 3.4 ○ 3.3 ○ 3.3 ○ 4.1 3.9
横滑りから停止 ○ 1.2 ○ 1.5 ○ 1.8 ○ 2.4 ○ 2.6 ○ 3.1 ○ 3.2 3.4
リフトの降り方 1.2 ○ 1.9 2.8 ○ 3.1 ○ 3.1 ○ 3.3 ○ 3.4 ○ 3.6
リフトの乗り方 1.2 ○ 2.2 ○ 3.0 ○ 3.4 ○ 3.7 3.8 4.1 ○ 4.0
連続ターン 1.0 1.0 ○ 1.9 ○ 2.5 ○ 2.5 ○ 3.1 ○ 3.6 ○ 3.6
ローテーション 1.0 1.0 1.0 1.0 1.7 ○ 1.5 ○ 2.7 2.8
ロングターン 1.0 1.0 1.2 1.5 1.9 1.5 2.2 ○ 2.5

その他の用語

ウェイクボード 1.1 1.0 1.0 1.0 1.5 1.4 1.6 1.4
管理義務 ○ 1.2 1.2 1.3 1.4 ○ 2.0 2.1 2.8 2.5
危機管理 ○ 1.2 1.5 1.4 1.5 ○ 2.1 2.2 2.6 2.7
急性硬膜下血腫 ○ 1.1 1.2 1.2 1.2 ○ 1.7 2.0 1.9 2.1
股関節 ○ 2.0 2.0 2.0 1.9 2.2 2.2 2.5 2.5
サーフィン 1.5 1.4 1.5 ○ 1.4 1.9 2.1 1.9 1.9
自己責任 ○ 1.9 1.7 1.5 1.5 ○ 2.5 2.5 2.6 2.6
傷害保険 ○ 1.5 1.5 1.6 1.6 ○ 2.3 2.1 2.4 2.5
スケートボード 1.4 1.3 1.3 1.3 2.1 1.9 2.2 2.3
注意義務 1.2 1.2 1.5 1.5 2.1 2.1 2.4 ○ 2.7
賠償責任 ○ 1.6 1.6 1.6 1.5 ○ 2.3 2.3 2.3 2.7
リスクマネージメント 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4
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運動・動作用語

後ろ足のひざを絞る 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 1.5 1.6 1.7
エッジプレッシャー 1.0 1.1 1.2 1.2 ○ 1.5 ○ 2.3 ○ 1.7 ○ 1.9
エッジをずらす ○ 1.0 ○ 1.0 ○ 1.1 ○ 1.1 ○ 1.9 ○ 1.9 ○ 1.8 ○ 2.4
外傾姿勢 1.0 1.2 1.2 1.4 1.7 1.4 1.8 ○ 2.3
抱え込み切り替え 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.4 1.4 1.6
踵に圧力を受ける ○ 1.1 1.1 ○ 1.0 ○ 1.2 1.7 1.3 1.5 1.9
舵取りの終了期 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.3 1.3 1.4
加重位置 1.0 1.2 1.3 ○ 1.4 ○ 1.9 2.1 2.5 2.3
加重配分 1.0 1.1 1.2 1.2 ○ 1.7 1.9 2.1 2.3
角付け 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.5 ○ 1.2 ○ 1.3 ○ 2.8 ○ 3.2
基本姿勢 ○ 1.2 1.5 ○ 1.7 ○ 1.8 2.5 ○ 3.3 ○ 3.5 ○ 3.5
逆ひねり 1.0 1.0 1.1 1.1 1.6 1.7 1.9 2.0
脚部の緊張 ○ 1.0 1.1 ○ 1.0 ○ 1.2 ○ 1.7 1.7 1.8 ○ 1.7
脚部の曲げ ○ 1.1 ○ 1.1 ○ 1.0 ○ 1.2 ○ 1.9 ○ 1.9 ○ 1.6 ○ 1.9
後傾 ○ 1.4 ○ 1.3 ○ 1.5 ○ 1.5 ○ 1.9 2.0 2.0 ○ 2.3
沈み込み荷重 1.0 ○ 1.0 1.0 1.2 ○ 1.5 ○ 1.9 ○ 2.3 ○ 2.5
斜面を切る 1.0 1.0 1.0 1.0 1.5 1.9 2.3 2.1
重心を谷側に入れる 1.2 1.2 1.3 2.2 1.7 1.7 2.4 2.5
上体が遅れない ○ 1.0 1.1 ○ 1.2 ○ 1.5 ○ 1.7 ○ 1.9 ○ 2.3 ○ 2.7
上体の構え 1.0 ○ 1.2 ○ 1.2 ○ 1.4 2.0 2.1 2.4 2.5
上体のひねり 1.0 ○ 1.2 1.2 ○ 1.4 2.2 ○ 2.2 ○ 2.5 2.6
上体のひねりにボードがついてくる 1.1 ○ 1.2 1.2 1.6 ○ 1.9 ○ 2.1 ○ 2.7 2.6
身体全体のブロッキング 1.0 ○ 1.0 1.0 ○ 1.0 1.2 1.4 1.3 ○ 1.3
スタンス幅 1.3 1.2 1.2 1.1 1.8 1.8 1.8 2.1
ステアリング 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1 1.1 1.2 1.1
スネを山側に入れる 1.0 1.0 1.0 1.1 1.4 1.5 1.7 1.7
スピン 1.4 1.4 1.4 1.5 1.9 1.9 1.6 2.0
雪面をグリップする 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.3 1.5 1.3
前傾 ○ 1.5 1.4 ○ 1.4 ○ 1.5 ○ 1.9 1.7 2.0 ○ 2.5
先行動作 1.0 1.0 1.0 1.1 1.3 1.9 2.6 2.8
先行動作による先落とし 1.0 1.1 1.1 1.2 1.3 ○ 2.5 ○ 2.8 3.3
線に乗る 1.0 1.0 1.0 1.0 1.4 ○ 1.9 ○ 2.0 2.2
ターンの始動 1.0 1.0 ○ 1.2 ○ 1.6 1.7 2.1 2.6 2.9
体軸の外傾度 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.6 1.7 1.9
高い姿勢 ○ 1.1 1.2 ○ 1.5 ○ 1.5 1.9 1.8 2.0 2.3
立ち上がり切り替え 1.0 1.0 1.2 1.0 1.3 ○ 1.6 ○ 1.9 ○ 2.3
足ち上がり抜重 1.0 1.0 ○ 1.0 ○ 1.0 1.2 ○ 1.4 ○ 1.5 ○ 1.8
中間ポジション 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.5 1.5 1.8
内倒 1.0 1.0 1.0 1.0 ○ 1.2 ○ 1.3 ○ 1.5 ○ 1.8
ナチュラルなフォーム 1.0 1.0 1.2 1.1 ○ 1.7 ○ 1.9 ○ 1.9 ○ 1.8
ニュートラルポジション 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 ○ 1.5 ○ 1.2 ○ 1.7
膝をターンの内側に入れる 1.0 1.0 1.0 1.2 1.6 1.3 1.7 1.8
ふところを深くする 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 1.5 1.6 1.4
ボードコントロール 1.0 ○ 1.1 ○ 1.2 ○ 1.5 2.3 ○ 2.5 ○ 2.7 ○ 2.4
ボードを回し込む運動 1.0 1.1 1.0 1.2 ○ 1.9 ○ 1.8 ○ 2.0 ○ 1.9
円いターン 1.0 1.0 ○ 1.1 1.2 ○ 1.8 1.5 2.7 ○ 2.1
面に乗る 1.1 1.0 1.0 1.0 1.5 1.9 2.3 2.3
面より線に乗る 1.0 1.0 1.0 1.2 1.5 ○ 1.8 ○ 2.3 ○ 2.2
リズムの変化 1.0 1.0 1.1 1.2 1.5 1.6 1.8 ○ 1.9
両足均等加重 1.1 ○ 1.5 ○ 1.6 ○ 1.4 ○ 2.8 ○ 3.3 ○ 3.5 3.3
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資料２ アンケート用紙
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51 サイドカットラジアス 1 2 3 4 5

52 サイドスリップ 1 2 3 4 5

53 自己責任 1 2 3 4 5

54 沈み込み荷重 1 2 3 4 5

55 斜滑降からターン 1 2 3 4 5

56 斜滑降から谷回りターン 1 2 3 4 5

57 斜滑降から停止 1 2 3 4 5

58 斜滑降から山回りターン 1 2 3 4 5

59 シャベル 1 2 3 4 5

60 斜面を切る 1 2 3 4 5

61 ジャンプによるテールスイング 1 2 3 4 5

62 重心を谷側に入れる 1 2 3 4 5

63 シュプール 1 2 3 4 5

64 傷害保険 1 2 3 4 5

65 上体が遅れない 1 2 3 4 5

66 上体の構え 1 2 3 4 5

67 上体のひねり 1 2 3 4 5

68 上体のひねりにボードがついてくる 1 2 3 4 5

69 新雪滑走 1 2 3 4 5

70 身体全体のブロッキング 1 2 3 4 5

71 スキー学校（スクール） 1 2 3 4 5

72 スケーティング 1 2 3 4 5

73 スケーティングから停止 1 2 3 4 5

74 スケートボード 1 2 3 4 5

75 スチールエッジ 1 2 3 4 5

76 スタンス幅 1 2 3 4 5

77 ステアリング 1 2 3 4 5

78 ステップイン・バインディング 1 2 3 4 5

79 スネを山側に入れる 1 2 3 4 5

80 スノースクート 1 2 3 4 5

81 スノーマシン 1 2 3 4 5

82 スピン 1 2 3 4 5

83 雪上車 1 2 3 4 5

84 雪面をグリップする 1 2 3 4 5

85 前傾 1 2 3 4 5

86 先行動作 1 2 3 4 5

87 先行動作による先落とし 1 2 3 4 5

88 線に乗る 1 2 3 4 5

89 ソール 1 2 3 4 5

90 ソフトブーツ 1 2 3 4 5

91 ターンの始動 1 2 3 4 5

92 体軸の外傾度 1 2 3 4 5

93 高い姿勢 1 2 3 4 5

94 立ち上がり切り替え 1 2 3 4 5

95 足ち上がり抜重 1 2 3 4 5

96 注意義務 1 2 3 4 5

97 中間ポジション 1 2 3 4 5

98 チューニング 1 2 3 4 5

99 直滑降 1 2 3 4 5

100 直滑降から停止 1 2 3 4 5
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101 直滑降から山回りターン 1 2 3 4 5

102 テール（ヒップ） 1 2 3 4 5

103 テールキック 1 2 3 4 5

104 デッキ 1 2 3 4 5

105 デッキパッド 1 2 3 4 5

106 登行 1 2 3 4 5

107 トゥサイド 1 2 3 4 5

108 トップ（ノーズ） 1 2 3 4 5

109 ドリフトターン 1 2 3 4 5

110 トレーン 1 2 3 4 5

111 内倒 1 2 3 4 5

112 ナチュラルなフォーム 1 2 3 4 5

113 斜め横滑りから停止 1 2 3 4 5

114 ニュートラルポジション 1 2 3 4 5

115 ハードブーツ 1 2 3 4 5

116 ハーフパイプ 1 2 3 4 5

117 賠償責任 1 2 3 4 5

118 ハイバック 1 2 3 4 5

119 バインディング 1 2 3 4 5

120 バックサイド 1 2 3 4 5

121 パトロール 1 2 3 4 5

122 バンク 1 2 3 4 5

123 ヒールサイド 1 2 3 4 5

124 膝をターンの内側に入れる 1 2 3 4 5

125 フリースタイル 1 2 3 4 5

126 フェイキー 1 2 3 4 5

127 フォールライン 1 2 3 4 5

128 深雪 1 2 3 4 5

129 ふところを深くする 1 2 3 4 5

130 プラスチックシェル 1 2 3 4 5

131 フラットスイングターン 1 2 3 4 5

132 フリー滑走 1 2 3 4 5

133 フリースタイルモデル 1 2 3 4 5

134 プレスターン 1 2 3 4 5

135 フロントサイド 1 2 3 4 5

136 方向転換 1 2 3 4 5

137 ボーダー 1 2 3 4 5

138 ボードコントロール 1 2 3 4 5

139 ボードの装着 1 2 3 4 5

140 ボードを回し込む運動 1 2 3 4 5

141 円いターン 1 2 3 4 5

142 迎え角 1 2 3 4 5

143 面に乗る 1 2 3 4 5

144 面より線に乗る 1 2 3 4 5

145 横滑りから停止 1 2 3 4 5

146 落下力 1 2 3 4 5

147 リーシュコード 1 2 3 4 5

148 リスクマネージメント 1 2 3 4 5

149 リズムの変化 1 2 3 4 5

150 リフトの降り方 1 2 3 4 5

151 リフトの乗り方 1 2 3 4 5

152 両足均等加重 1 2 3 4 5

153 連続ターン 1 2 3 4 5

154 ローテーション 1 2 3 4 5

155 ロングターン 1 2 3 4 5

156 ワクシング 1 2 3 4 5


